
 

 

実生形質の樹種間比較と形質が実生動態に及ぼす影響 

 

名古屋大学農学部 弓
ゆみ

桁
げた

  侑
ゆ

季
き

 

 

要旨 

 植物の形質は光合成や環境への適応と関係があり、実生の環境への応答には形質が影響を及ぼすと考えら

れるため、本研究では、実生形質の樹種間比較、および形質が実生動態に及ぼす影響について調査しました。

その結果、特に比葉面積や葉の厚さ、根の乾物含有量、葉の窒素含有量が樹種や生活型によって異なり、実

生は生存・成長戦略に応じた多様な形質を持っていることがわかりました。また、同じ形質は実生動態に影

響を与えており、この 4項目が実生の更新特性に関わる重要な要素であることが示唆されました。 

 

はじめに 

１ 植物の形質 

 植物の形質は光合成能力や環境適応能力と密接に関係しています。例えば、比葉面積という形質は樹木の

成長戦略を示し、比葉面積が高い樹種は資源の獲得と成長が早く、比葉面積が低い樹種は資源の保存性が高

い傾向にあります。また、窒素の多くは葉緑体へ配分されるため、葉の窒素含有量は光合成速度の違いをあ

らわします。くわえて、根の形質は水分および窒素などの資源利用と関わりがあります。 

植物の形質は樹種および地域などによって特有の傾向を示し、形質調査は森林生態系の機能や安定性、温

暖化を始めとした環境への応答などを理解するうえで重要です。現在では、植物群落において類似した形質

を示す種を機能タイプ毎に分けることで、群落の構造や多様性の生態特性を理解しようとする試みが進んで

います。しかし、植物の生活史のなかで最も死亡率が高く、樹木の天然更新を考えるうえで重要な生育段階

である実生の形質を多くの樹種間で比較している研究例はありません。そこで、本研究では 19 種の実生に

ついて、樹種間でどのような差異があるのかを調査しました。 

 

２ 実生更新 

 実生は天候や天敵などによる影響を受けやすく死亡率が高い生育段階である

ため、樹木が生存するうえで重要な段階です。木本実生の定着を制限する要因

としては、土壌環境や光環境、林床に密生するササ類などがあり、各環境要因に

対する実生の動態は種特有の応答を示します。環境への応答には、植物の形質

が影響を及ぼすと考えられますが、実生の形質と実生動態とを関連づけた研究

はありません。そこで、本研究では実生の形質が環境要因と実生動態との関係

に与える影響を明らかにすることを目的としました。 

 

  

写真 1 アオハダ実生 



 

 

１ 材料と方法 

（１）調査地 

調査は段戸モミ・ツガ希少個体群保護林（愛知県北設楽郡
きたしたらぐん

設楽町
したらちょう

）で行いました（写真 2、以下、段戸）。

段
だん

戸
と

の標高は 990～1030 m、年平均気温は 9.2 ℃、年平均降水量は 2126 mm、優占樹種はブナ・モミ・ツガ

です。2017 年に、ササ類であるスズタケ

が一斉に開花・枯死し、現在でもスズタ

ケの枯れ桿が多数残っています（写真

3）。また、段戸では、2017 年～2020 年

にかけて実生や林床環境に関する調査

が行われてきました。 

 

 

（２）サンプリング 

 スズタケ実生と段戸に生育する主要な 18 種の木本実生（コハウチワカエデ、

コミネカエデ、ウワミズザクラ、カスミザクラ、アカシデ、ミズメ、リョウブ、

コシアブラ、ミズナラ、アオハダ、カナクギノキ、アブラチャン、シロモジ、シ

ラキ、エゴノキ、シキミ、モミ、ツガ）のサンプリングを行いました。ブナは段

戸の優占樹種ですが、実生が非常に少なかったため対象種に含めませんでした。

高さ 30 cm 以下の非当年生実生を対象とし、2021 年の 7～9月にかけて、1 樹種

につき 8 個体を根ごとサンプリングしました（写真 4）。 

 

 

（３）形質の測定・算出 

 サンプリングした実生を用いて、葉面積や葉、茎および根の生重と乾重を測定しました。これらのデータ

を用いて、表 1 の式により、比葉面積（m²/kg）、葉の厚さ（mm）、比根長（m/g）、葉・茎・根それぞれの乾

物含有量（mg/g）、地下/地上バイオマス比を求めました。くわえて、葉の窒素含有量（mg）を測定しました。 

  

写真 2 調査地位置図 写真 3 調査地の景観 

写真 4 サンプリングの様子 

表 1 各形質の計算式 

形質 計算式

比葉面積 (葉面積／葉乾重)／10

葉の乾物含有量 (葉乾重／葉生重)×1000

葉の厚さ {1／(比葉面積×葉の乾物含有量)}×1000

比根長 (根長／根乾重)／100

茎の乾物含有量 (茎乾重／茎生重)×1000

根の乾物含有量 (根乾重／根生重)×1000

地下／地上バイオマス比 根乾重／葉と茎の乾重



 

 

 

（４）実生調査 

調査は 2021 年の春・夏・秋に一度ずつ実施しました。44 地点の実生

コドラート（1 m×2 m）内に出現した高さ 30 cm 以下のすべての木本と

スズタケ実生について、実生に番号付けを行いながら、実生の樹種や高

さ、生残を記録しました（写真 5）。くわえて、実生が当年生か、または

非当年生かを記録しました。 

 

 

（５）林床環境調査 

 2021 年の 5 月～11 月にかけて、調査地の林床環境に関する調査

を行いました。測定項目は野
や

鼠
そ

個体数（写真 6）、リター量、光環

境、スズタケ枯れ桿の最大桿長と桿密度、土壌中の炭素および窒素

含有量、傾斜です。 

 

 

（６）データ解析 

a. 形質の樹種間比較 

 19 樹種、および樹木の生活型間において、各形質（比葉面積、葉の厚さ、比根長、葉・茎・根それぞれの

乾物含有量、地下/地上バイオマス比、葉の窒素含有量）を比較しました。生活型として、落葉樹（ある時

期に葉を落とす樹木）または常緑樹（1年を通して緑の葉をつける樹木）、広葉樹（葉が平たい樹木）または

針葉樹（葉が細く先が尖っている樹木）、陽樹（生育に必要な日射量が多い樹木）または陰樹（日射量が少

なくても生育することができる樹木）、スズタケ実生または木本実生の 4タイプでグループ分けをしました。 

 

b. 実生の形質が実生動態に及ぼす影響 

 実生の形質が環境要因と実生動態との関係に与える影響を評価するため、まず過去のデータも含めて、各

環境要因（野鼠個体数、リター量、光環境、スズタケ枯れ桿の最大桿長と桿密度、土壌中の炭素および窒素

含有量、傾斜）により密度または生存率が高まる樹種と下がる樹種にグループ分けをしました。そして、こ

れら 2つの樹種グループの間で各形質を比較しました。 

 

 

２ 結果 

（１）形質の樹種間比較 

すべての形質において、19 樹種間で有意な差が見られました（図 1）。また、落葉樹と常緑樹、広葉樹と

針葉樹の間における形質の特徴が異なることがわかりました。具体的には、落葉樹および広葉樹は、比葉面

積が高く、葉が薄く、根の乾物含有量が低く、葉の窒素含有量が多い傾向を示しました。例として、図 2で

は落葉樹と常緑樹における葉の厚さの比較、図 3では広葉樹と針葉樹における比葉面積の比較の結果を示し

ました。一方、陽樹と陰樹、スズタケ実生と木本実生の間では、形質の特徴に差は見られませんでした。 

写真 5 実生調査 

写真 6 捕獲されたネズミ 



 

 

 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実生の形質が実生動態に及ぼす影響 

 すべての形質が実生の密度や生死と環境要因との関係に影響を与えていました（密度：表 2、生死：表 3）。

その中でも比葉面積、葉の厚さ、根の乾物含有量、および葉の窒素含有量がより多くの環境要因に対して影

響を与えていました。 

A 葉の乾物含有量 

B バイオマス比 

コハ：コハウチワカエデ 

コミネ：コミネカエデ 

ウワミズ：ウワミズザクラ       

カスミ：カスミザクラ 

コシ：コシアブラ 

アオ：アオハダ 

カナクギ：カナクギノキ 

アブラ：アブラチャン 
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図 1 各形質の樹種間比較（一部） 

図 2 落葉樹と常緑樹における葉の厚さの比較 

 図中の異なるアルファベットは形質に有意な差が 

あることを示しています。 

図 3 広葉樹と針葉樹における比葉面積の比較 

図中の異なるアルファベットは形質に有意な差が 

あることを示しています。 
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＊がついている項目は、形質の違いにより、環境要因が実生の密度や生死に与える影響が異なることを示しています。 

 

おわりに 

実生の形質は樹種や生活型によって異なっていたことから、実生はそれぞれの生存・成長戦略に応じた多

様な形質を持っていると考えられます。また、樹木の性質による実生形質の違いを特徴付ける要因と、実生

動態と強い相関を持つ形質に同じ項目（比葉面積、葉の厚さ、根の乾物含量、葉の窒素含有量）が選ばれた

ことから、実生の更新特性に関わる形質として、上記の 4項目が重要な要素になると考えられます。ここで、

比葉面積や葉の厚さは日当たりや乾燥による影響を受け、窒素は葉緑体や光合成酵素の主要な構成成分で

す。また、根の乾物含有量は根の水分容量との関係があります。以上から、比葉面積や葉の厚さ、根の乾物

含有量、葉の窒素含有量は、植物の生存に重要な光合成を行う際に必須な要素（日光や水分など）と関わり

があるため、実生更新と密接に関わっていると考えられます。 
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